
 舘 秀典（弁理士） 著

A5変・上カ・400頁　8,800円（税込）　ISBN978-4-7972-7049-5　C3332

本書は、主として、用途発明を取り上げ、この用途発明を通して、発明概念の捉え方を、アメリカ特許法や

イギリス特許法及び、ドイツ特許法といった比較法の視座や、歴史的背景などから検討することにより、わ

が国の特許法における「用途発明」の存在意義を明らかにし、モノが有する用途や機能を保護する手段とし

て必要不可欠な法理論を考察することで、日本のイノベーションを促進し産業を発展させ、国際競争力を強

化するために重要な役割であることを結論づけ、発明概念の捉え方に新たな示唆を与える書です。

 用途発明の法理論
　　　　

　　　

－発明概念の歴史的・比較法的考察－
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